
一般会計 
４０.８％ 

市民病院事業 
２７.３％ 

市民病院事業 
２７.３％ 

国民健康保険 
１３.８％ 

上水道事業 
３.７％ 

後期高齢者医療 
２.６％ 

流域関連公共下水道事業 
１.８％ 

下水道事業 
１.２％ 

その他 
コミュニティ・プラント事業 
０.１％ 
住宅新築資金等貸付事業 
０.０％ 

介護保険 
８.７％ 

全会計予算総額 
４８１億 

４,３１７万１千円 

前年度比（％） 当初予算額（千円） 会　計　名 

計 

１０３.０ １９,６５０,０００ 一般会計 

１２７.６ １３，１２１，６０９ 市民病院事業会計 

１０２.７ ６，６４２,５７１ 国民健康保険特別会計 

１００.９ ４,１７４,５９１ 介護保険特別会計 

９７.０ １,７９５,２７１ 上水道事業会計 

１０７.０ １,２５８,０８９ 後期高齢者医療特別会計 

９１.９ ８７２,０８８ 流域関連公共下水道事業特別会計 

８８.８ ５５１,３３５ 下水道事業会計 

８０.９ ６９,７２４ コミュニティ・プラント事業特別会計 
 

８７.１ ７,８９３ 住宅新築資金等貸付事業特別会計 
 

１０７.８ ４８,１４３,１７１ 

会計別予算額構成 

   
　 ４

８
１
億
４
３
１
７
万
１
千
円 

（
前
年
度
比
７
・
８
％
、３４
億
７
７
０
５
万
２
千
円
の
増
額
） 

 

平
成
２６
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、市
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、「
選
択
と

集
中
」
を
基
本
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。 

市
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
っ
て
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

施
策
を
継
続
し
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。 

特
例
措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
市
債
残
高

は
、平
成
２５
年
度
末
見
込
み
に
比
べ
減
少
さ
せ
る
な
ど
、財
政

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
ま
し
た
が
、本
市
財
政

は
、依
然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 １
９
６
億
５
０
０
０
万
円 

（
前
年
度
比
３
・
０
％
、５
億
７
０
０
０
万
円
の
増
額
） 

 ●
一
般
会
計
の
歳
入 

市
税
は
、個
人
消
費
が
持
ち
直
し
傾
向
に
あ
る
な
ど
、景
気

が
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、約

８
０
０
０
万
円（
１
・
０
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
方
交
付
税
は
、前
年
度
決
算
見
込
み
と
地
方
財
政
計
画

な
ど
か
ら
前
年
度
と
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
・
県
支
出
金
は
、新
共
同
調
理
場
の
建
設
工
事
や
臨
時
福

祉
給
付
金
、子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
実
施
な
ど
に

よ
り
約
２
億
７
７
０
０
万
円（
８
・
０
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

市
債
は
、本
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
や
新
共
同
調
理
場
建
設

工
事
に
起
債
を
充
て
た
こ
と
に
よ
り
、７
億
３
１
０
０
万
円

（
４６
・
４
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
と
し
て
、財
政
調
整
基
金
繰
入
金
が
６
億
７
０
０
０

万
円（
１
０
０
・
０
％
）の
減
と
な
っ
て
お
り
、財
政
調
整
基
金

を
繰
り
入
れ
る
こ
と
な
く
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。 

 ※
市
債
残
高
に
つ
い
て
は
、平
成
２６
年
度
末
見
込
み
で
約
１
６

５
億
４
５
０
０
万
円
と
な
り
、ピ
ー
ク
時（
平
成
１１
年
度
末

約
２
１
９
億
４
３
０
０
万
円
）の
７５
・
４
％
ま
で
減
少
し
て
お

り
、臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
残
高
は
、年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。 

 ●
一
般
会
計
の
歳
出 

人
件
費
は
、約
２
０
０
万
円（
０
・
１
％
）の
増
で
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

扶
助
費
は
、保
育
所
運
営
費
や
自
立
支
援
給
付
費
の
増
額

な
ど
に
よ
り
、約
７
８
０
０
万
円（
１
・
８
％
）の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

公
債
費
は
、市
債
の
元
金
及
び
利
子
の
償
還
金
の
減
額
に

よ
り
、約
１
億
７
５
０
０
万
円（
８
・
７
％
）の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。 投

資
的
経
費
は
、本
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
や
新
共
同
調
理

場
建
設
工
事
な
ど
に
よ
り
、約
６
億
９
０
０
万
円（
５８
・
４
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
以
外
の
主
な
も
の
と
し
て
、市
民
病
院
事
業
会
計
へ
の

補
助
、介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、

他
会
計
へ
の
繰
出
金
等
が
約
１
億
１
５
０
０
万
円（
３
・
４
％
）

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、主
な
事
業
と
し
て
、 

巡
回
バ
ス
車
両
購
入
・・・・・・・・・・・・・・・・・
４
０
０
０
万
円 

平
成
１３
年
か
ら
運
行
し
て
い
る
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
、津
島

市
巡
回
バ
ス
検
討
委
員
会
よ
り
、車
両
の
使
用
年
数
や
走
行

平
成
２６
年
度
予
算
概
要 

予
算
の
総
額 

一
般
会
計 
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距
離
を
勘
案
し
、早
急
に
バ
ス
車
両
の
更
新
を
行
う
こ
と
の
提

言
を
受
け
、新
車
両
を
購
入
し
ま
す
。 

 

南
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
４
４
４
３
万
１
千
円 

　
福
祉
の
向
上
・
人
権
啓
発
の
拠
点
と
な
る
地
域
に
開
か
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
更
な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、

南
文
化
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。 

 

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
基
本
調
査 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１
４
０
４
万
１
千
円 

　
市
内
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
、設
置
台
数
、

概
算
工
事
費
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
施
工
方
法
な
ど
の
基
本

調
査
を
行
い
ま
す
。 

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１
億
４
２
１
４
万
８
千
円 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
８
９
１
５
万
９
千
円 

子
育
て
支
援
減
税
手
当
支
給
事
業 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１
億
４
３
０
万
２
千
円 

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
際
し
、影
響
が
大
き
い
低
所
得
者
に

対
し
て
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
臨
時
福
祉
給
付
金
を
、子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、消
費
の
下
支
え
を
図
る
観
点
か

ら
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
、子
育
て
世
帯
の
負
担

を
軽
減
し
、支
援
す
る
た
め
に
子
育
て
支
援
減
税
手
当
を
そ

れ
ぞ
れ
支
給
し
ま
す
。 

 

１
３
０
億
２
４
９
５
万
６
千
円 

（
６
特
別
会
計
の
総
額
で
、前
年
度
比
１
・
５
％
、１
億
９
７
２

３
万
９
千
円
の
増
額
） 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、後
期
高
齢
者
支
援
金
の

増
な
ど
に
よ
り
、約
１
億
７
２
０
０
万
円（
２
・
７
％
）の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
で
は
、療
養
給
付
費
負
担
金

の
増
な
ど
に
よ
り
約
８
２
０
０
万
円（
７
・
０
％
）の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

  

１
５
４
億
６
８
２
１
万
５
千
円 

（
３
企
業
会
計
の
総
額
で
、前
年
度
比
２１
・
２
％
、２７
億
９
８
１

万
３
千
円
の
増
額
） 

　
事
業
経
営
に
当
た
っ
て
は
、企
業
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
配
意
し
、公
共
福
祉
の
増
進
や
、地
域
づ

く
り
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、経
営
の
健
全
化
と
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、経
費

の
節
減
等
、一
層
の
経
営
努
力
に
取
り
組
み
、経
営
基
盤
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

予算総額 
１９６億５千万円 

一般会計歳入内訳 

一般会計歳出内訳 

主な事業一覧  

市税 
８,４６９,８１２ 
（４３.１％） 

諸収入　 
７８４,９３７ 
（４.０％） 

地方交付税 
２,８６０,０００ 
（１４.６％） 

県支出金 
１,３６３,６７９ 
（６.９％） 

繰入金 
３０,７０５ 
（０.２％） 

その他 
４５２,３４６ 
（２.３％） 

自主財源 
９,７３７,８００ 
（４９.６％） 

依存財源 
９,９１２,２００ 
（５０.４％） 国庫支出金 

２，３６０,６２１ 
（１２.０％） 

市債 
２,３０６,９００ 
（１１.７％） 

その他 
１,０２１,０００ 
（５.２％） 

自主財源 
９,７３７,８００ 
（４９.６％） 

依存財源 
９,９１２,２００ 
（５０.４％） 

その他 
１,０２１,０００ 
（５.２％） 

人件費 
３,８９１,３９４ 
（１９.８％） 

扶助費 
４,３５４,２４６ 
（２２.２％） 

諸収入　 
７８４,９３７ 
（４.０％） 

扶助費 
４,３５４,２４６ 
（２２.２％） 

公債費 
１,８４５,１９４ 
（９.４％） 

投資・出資・貸付金 
１６２,０００（０.８％） 

その他 
１３８,６５０ 
（０.７％） 

普通建設事業費（単独） 
７７５,５７３（３.９％） 

補助費等 
２,９２６,４２１ 
（１４.９％） 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

物件費 
２,６９９,０９５ 
（１３.７％） 

繰出金 
１,９８１,１４２ 
（１０.１％） 

義務的経費 
１０,０９０,８３４ 
（５１.４％） 

義務的経費 
１０,０９０,８３４ 
（５１.４％） 

その他経費 
７,９０７,３０８ 
（４０.２％） 

投資的経費 
１,６５１,８５８ 
（８.４％） 

投資的経費 
１,６５１,８５８ 
（８.４％） 

普通建設事業費（補助） 
８７６,２８５（４.５％） 

予算総額 
１９６億５千万円 

《平成２６年度予算に新たに盛り込まれた事業》 

巡回バス車両購入 

南文化センター改修工事 

エアコン設置工事基本調査 
（小・中学校） 

臨時福祉給付金給付事業 

子育て世帯臨時特例給付金給付事業 

子育て支援減税手当支給事業 

４,０００万円 

４,４４３万１千円 

１,４０４万１千円 

１億４,２１４万８千円 

８,９１５万９千円 

１億４３０万２千円 

※
市
民
１
人
当
た
り
の
税
負
担
額 

　
１３
万
２
９
７
円（
平
成
２６
年
３
月
１
日
現
在
の
人
口 

　 

６
万
５
０
０
４
人
よ
り
算
出
） 

 

※
市
民
１
人
当
た
り
の
歳
出 

　
３０
万
２
２
８
９
円（
平
成
２６
年
３
月
１
日
現
在
の
人
口 

　 

６
万
５
０
０
４
人
よ
り
算
出
） 

 
特
別
会
計 

企
業
会
計 

市債 
２,３０６,９００ 
（１１.７％） 

補助費等 
２,９２６,４２１ 
（１４.９％） 
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